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04/06・法人税「最低税率導入を」イエレン米財務長官、G20に呼びかけ 財源安定を狙う 

    30 年以上続いた「底辺への競争」（法人税引き下げ競争） デジタル課税、租税回避地対策も 

  ・インド、コロナ 10万人超 新規感染 変異型拡大で最多 

 

04/07・世界今年 6.0％成長へ IMFが上方修正 過熱に警戒感も ＜1＞ 

    成長率、米中が突出 財政出動・ワクチンで 新興国でインフレ懸念 

     緩和の反動に警鐘 新興国に資金難リスク、IMF 

  ・北京五輪への参加是非 米「同盟国と議論する」 

 

04/08・G20財務相会議共同声明 最低法人税率、年央合意めざす  ＜2＞ ＜3＞ 

   「保護主義と闘う」明記 途上国の債務返済猶予、年末まで半年延長 

  ・米、15年で 275兆円（2.5兆円）税収増 法人増税で見通し インフラ財源に 

  ・FOMC議事要旨「資産購入が経済下支え」 物価上昇「一時的」 緩和縮小観測退ける 

・世界の財政赤字 8.6兆ドル IMF見通し 今年、米国だけで 4割 19年比 2.7倍 

・米国コロナ感染、再拡大の瀬戸際 3月中旬より 2割増 ワクチン接種で油断も 

  ・韓国 2市長選（ソウル・釜山）、野党が圧勝 文政権、求心力低下進む 

 

04/09・米、中国スパコン７社制裁 禁輸リストに ハイテク摩擦拡大も 

  ・米増税案、国際協調を主導 デジタル課税へ新提案 ドル安誘導姿勢を転換 

  ・「まん延防止」12日から 3都府県 京都は来月 5日まで 

  ・米人口増 100年ぶり低水準 今年 0.2％増見通し 移民抑制・コロナ影響 

 

04/10・出生数、世界で急減（1月）コロナ禍、日米欧 1～2割減  ＜4＞ ＜5＞ 

    将来不安、成長の重荷に 出生支援競う世界 日本は「小粒」の指摘も 

  ・EU離脱、住民対立再び 北アイルランド暴動激化 

  ・アリババに罰金 3000億円 中国、独禁法違反を認定「取引先に圧力」 

    アリババと政府、緊張なお 習指導部、統制を強化 アリババ、揺らぐ「1強体制」 

 

04/11・ミャンマー軍デモに攻撃、82人死亡 犠牲者は全土で 700人規模に 

  ・中国配車アプリ滴滴（ディディ）、米上場へ 企業価値 7.6～11兆円 

    米企業も出資 金融分野での米中関係の試金石に 

 

04/12・ワクチン高齢者接種開始 全国で 3600万人対象 

  ・ケリー米特使、週内訪中 米紙報道 上海で気候変動協議 



 


